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も、デー タベース構築のプロジェク トは、その必要性は分かっても、その構築 となると
全 くの門外漢であり、まず(D)である神戸大学の人文科学データベースの専門家にデー
タベース とは何か とい う話を聞くところから始 めざるを得なかった。(D)との話 し合い





のMHB会 員にそれぞれの国の事晴を踏まえて継承語文献を集 めてもらうとい うことは、




初年度10月1日か らエ クセル版仮テンプ レー ト 「継承語DBVersion1」を使った文
献 入力が始まった。Version1は、書誌情報が28～48項目あり、その後改訂 を加えて
初年度の終わ りにその改訂版である作業用テンプレー ト 「継承語DBVersion2」を
配付 した。 この間、顔の見えない相手をなるべく見える関係にするべ く、調査協力者相
談会を4回開催 している。初年度は第1回(2009年6月)、第2回(同 年8月)、第3回
(2010年3月)、次年度 は4回(2010年8月)である。第3回 目の折には、全体会 と分
化会を開き、地域別 ・領域別調査協力者の顔合わせを行 った。
一4一
一y"/BOO一顰 鷂 懿 離 蒙招難
文献収集が軌道に乗 るに したがって文献データを一時保存す る格納庫が必要 とな り、
クラウ ド型のオンラインス トレージを使 った無料文書ホスティングサービスの1つであ









1継 承語全般に対 してホス ト国がどのような言語政策を持っているか
II継承語教育は、歴史的にどのような経緯で現在に至っているか







1.著書 ・章 ・論文 ・報告書
2.口頭発表 ・ポスターセ ッション
3.教科書 ・教材 ・ソフ ト・作品等
4.雑誌 ・新聞記事
5.政府刊行物 ・法律 ・条例 ・(公的)ガイ ドライ ン ・スタンダー ド・学習指導要綱
等









[文献晴報](出 版地、出版社、掲載書、章、巻 ・号、ページ数、版回数、要 旨 ・
アブス トラク ト、概要、キーワー ド、翻訳、訳者名、訳本 ・原書名)
「文献関連 隋報」(著 書種別、論文嬲1」、大学名、報告書に関す る情報、執筆形態 、
使用言語、ISBN、文献入手先、関連学会)
[入力関連 隋報](対 象領域、対象地域 ・国名 、対象言語、入力 日、入力者名 ・チェッ
ク者名)
[備考(1)(2)]
上に示 したのはテンプレー ト1の著書 ・章 ・論 文の入力項 目である。実は、テンプレー
トの種類によって多少情報項 目が異なる。例えば、テンプレー ト2ではセ ッション ・パ
ネル名、開催期 間、テンプ レー ト4では、副題、特集名、発刊 日、連載 開始 日、連載
終了 日などが入力欄が加わっている。仮テンプレー トか ら改訂作業用テンプレー トへ と













Version1 48 32 28 29 30 167
Version2 30 34 36 34 32 161
前述 したように、世界各地に在住する調査対象者 を6つの地域に分類 、国内に関し
ては4つの対象 グルー プに分類 した。6つの地域 とは、カナダ、米国、オース トラリア、
南米(ブ ラジル 、ボ リビア、アルゼンチン)、アジア(台 湾、韓国、タイ、 中国)、EU
(イギリス、フランス、 ドイツ、オランダ)である。実は当初24力国もの参加があったが、
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参加 を希望 したものの諸事盾のため機能 しなかった地域があり(例えば、スイス、スウェー
デン、イタリア、メキシコ、ペルーなど)、2年目を迎えるころには、12力国となって現
在にいたっている。一方、国内の方は大 ざっぱにっぎの対象グノレープ別に分類すること
にした。 オール ドカマー(在 日朝鮮人 ・韓国人、中国人)、ニューカマー(就 労を目
的で来 日した労働者の子 どもたちや中国帰国3世 ・4世や過疎地の呼び寄せ花嫁の子 ど
もな ど)、インターナショナルスクール(国 内、国外を含む)、海外 ・帰国児童生徒 、
などである。各地域および対象グル ープの担 当理事として統括の労を取ってくださった
のは、カルダー淑子、ダグラス昌子(米 国)、中島和子(カ ナダ とオース トラリア)、佐 々
木倫子(南 米とアジア)、真嶋潤子(EU)、湯川笑子(オ ール ドカマー)、友沢昭江 、
清 田淳子(ニ ューカマー)、小澤伊久美(帰 国児童生徒)、櫻井千穂(ニ ューカマース
ペイン語系)、津田和男の代理 としての大 山全代(イ ンターナ ショナル)の 諸氏である
(敬称 略)。
プロジェク ト2年目になって、継承語の言語能力に関する実証的研究に関する文献が
非常に少 ないことに鑑み、 目的2の専門家養成をかねて、OBC会 話力評価やバイ リン
ガル読書力評価(B-DRA)に関するワークショップの開催 と同時に、言語能力測定を
目的 とす る言語能力調査協力者を募集 した。 このため約半数 が 「継承語文献調査」か
ら 「継承語言語能力調査」に移行する結果になった。言語能力調査協力者は、希望す
る言語能力の領域に関す る企画書を提 出し、その結果言語能力調査協力者 と認定 され
た50名のMHB会 員である。 その領域は、バイ リンガル作文調査、OBC会 話力調査、
実態調査、意識調査 と多岐にわたっている。文献調査協力者 の数は減少 したが、将来
継承語に関するより質の高い調査研究がその代価 となって返ってくる可能性を信 じたい。
2.3.収集文献 の修正 ・整理 ・統 括
エクセルを使 う人は多いだろうが、50項目近 くもある横長のテンプレー トと格 闘する
のは決 して楽ではない。 しかも慣れない入力規定にそって、名字 と氏名の問に全角スペー
スを入れる、キーワー ドは必ず半角 コンマでつなぐ、 日付を一定の書き方で埋めるなど、
さまざまな些細なことに留意 しての入力である。項 目を設定する側 も、人知 を尽 くして
万全を期 したつもりでも、実際に使 ってみ るといろいろな不具合が生 じるのである。例
えば、著者はあっても編集 者、訳者を書き込む項 目がなかったとか、執筆 したものが書
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533本をもとに「継承語文献データベース検索結果お試 し版」が完成 した。 このサーバー
への移行作業の過程で、さらにさまざまなデータ入力に関する問題 点が浮上 した。結果
として、項 目数を減 らした作業用 「継承語DBVersion2」とい う形になり、修正 ・加
筆の必要なデータとそ うでない優良データに分け、優良データのみを対象にサーバー移
行の試みを重ねることになった。 しか し、優良データと分類 されたデータにも、かな り
修正が必要な点が明 らかになり、その結果 多 くの協力者に入力データの修正 ・加筆の
労 とっていただ くことになった。 このVersion1からVersion2への段 階で浮上 した
問題点については、本稿4節 か ら6節にデータベース構築の立場、つまり図1の(D)の



















2.5.「500字概 要」の執筆 と「全文テキス ト」の収集
学術論文には著者執筆のアブス トラク トあるいは要約が掲載 されていることが多いが、
これとは別 に調査協力者が文献を読んでま とめた 「500字概要」、 「1000字概要」、そ し
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年月 入力文献数 概要数 テキス ト数
2010.2 1,205 0 0
2010.7 1,402 56 0
2011.2 1,769 91 0













つぎに2011年2月に入力 された文献を使用 して文献数 と 「概要」数を対象 グループ
別に文献数の多い順番に並べると表3の ようになり、国別に同じく文献数の多い順番 に
並べると表4の ような結果 になる。表4でみ ると、文献数の上位1位 と2位と3位はブラ














ニ ュー カマ ー 173 0 0 0 0 173 22
海外 ・帰国児童生徒 112 32 0 2 0 156 20
インターナショナルスクール 71 62 9 0 0 142 0














ブラジル 211 1 46 1 0 259 2
米国 225 2 1 1 0 229 24
カナダ 131 20 21 34 18 224 1
フランス 33 12 0 0 86 134 0
台湾 87 16 0 0 0 103 0
イギリス 56 13 25 2 0 96 0
ドイツ 50 0 0 0 0 50 10
タイ 20 1 0 3 0 24 0
オ ー ス トラ リ ア 20 2 0 0 1 23 0
ボ1丿ビア 0 0 22 0 0 22 0
アルゼンチン 0 0 19 0 0 19 0
韓国 10 2 0 0 0 12 0
3.3.文献 の種別
つぎに収集 された文献の種類 をテンプレー ト別に見てみると、表5に 示 したようにな




著書 ・論文 口頭発表 教 材 ・ソ フ ト 新聞雑誌記事 政府刊行物 合計






フ ト、新聞雑誌記事、政府刊行物ほかのテンプ レー トは、ほぼ同程度6%～9%の入力





4.デー タベー ス構築 上の問題




データに付与するIDのテーブルや各項 目の定義域が用意 されてお り、分類方法につい
ても既知であるのが通常である(田 中 ・森下 ・中島,2009,p.4)。しかし、 この継承
語文献データベースについては、当初 目的とする分析項 目が固まっていなかったために、
項 目の定義についても不定で流動的であった。 このため、データを集めながら、データ
ベースを作 りながら、定義域 を調整するとい う状況になった。神戸大学側(図1のD)
とトロン ト側(図1のC)で 何度 もや りとりを重ねて、 トロン ト側がデータベースに持っ
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供者は、提 供されるエクセルファイル上に、項 目の増減や、項 目名やその属性に以前 と
比べて変更が行われていることを目にす ることになった。その背後 にあるラシ ョナール




状態である。現状では、既存のデータを整理するための 「編集管理 システム」を稼働 さ
せ、入力済みデータを自分たちで作った定義に照 らし合わせて適合 しているか どうかを
チェックしている。このチェックの過程で、データがクリーンになるとともに、次の毀






















現在 は、上記 の(11')に掲げてあるようにウェブインターフェースを採用 して 「編
集管理システム」を作成するところまで到達 した2)。データを受け入れる入 り口がウェ
ブ上に出来たのである。使用するためには、データ入力/編 集の トップページ上で、デー





著書 ・章 ・論文 文獄システム
一.一
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著書 ・章 ・論文の文 献システムで す。
口頭 ・ポスター発表 文献 システム m・ ポスター発表の文献システムです。
教秘書 ・教祕 ・ソフト ・作品等 文
獻システム
教科書 ・教秘 ・ソフ ト・作 品等の文献 システムで
す。
雑誌 ・新聞記事 文献システム 雑誌 ・新闘記事の文献システムです。










図4継 承語データベースプロジェク ト(エクセル版)編 集管理システム トップページ
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「著書 ・章 ・論文 文献システム」を選ぶ とデータの リス トが現れ る(図5)。この画
面で、新 しく文献についての情報 を入力 したい場合は リス トの最上部にある 「新規作成 」
のボタンを選択する。そ うすると新規作成の ウィン ドウ(図6)が 現れ る。それぞれの
入力項 目行の右端に、入力方法についての注意事項を添えた。 これは、2.2で言及 した
「入力する際の決まりや注意事項[で]...いわゆる入力マニュアルの簡易版」を編集 して
移植 したものである。 この入力注意事項を編集するまでには、実際に持ち込まれるデー
タの種類 と、データを入力する人の入力行動を数多 く観察 し、それに応 じてエクセルシー
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新規入力ではなく、既に入力済みのデータの詳細を表示 した り、編集 した り、削除
したい場合は、操 作の列か ら適切なボタンを選択す る。データの詳細表示画面、編集
画面、削除画面を、それぞれ図7、図8、図9で示す。
この図7では、 中島和子著の 「継承語 日本語学習者の漢字習得 と国語教科書」につ
いての詳細を表示 した場合を例 として示 している。この画面上のデータを編集 したい場
合は、左上の 「リス トに戻 る」を選択 して、図5の リス ト表示に戻 り、右端の 「操作」
の欄から 「編集」のボタンを選択する。そ うす ると編集画面が表示 される(図8)。図8
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図7入 力済みデータの詳細表示画面の一部
では、 中島和子 ・鈴木美智子著の 「継承語 としての 日本語教育一 カナダの経験を踏ま
えて一」の例が表示 されている。図7とは異なり、著者名や年号などの項 目が白抜 きの
ボックス内に示 されてお り、 白抜 きボックス内の情報 は変更することが可能になってい
る。編集作業が終わると、画面上部の 「更新」ボタンをクリックすることによって項 目
情報の変更がデータベースにとりこまれる。項 目情報の変更をデータベースに取 り込ま
せたくない場合は、編集画面の左上あるいは左 下にある 「リス トにもどる」(左下にあ
るものは図8には含まれていない)を クリックする。
また、既に入力 したデータを削除 したい場合は、図5の リス トー 覧画面で、右側の操
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作欄か ら 「削除」 を選択すると削除画面が現れ(図9)、 削除ボタンをク リックすると
削除が行われる。
既 に入力 したデータに重複があった場合等 は、この 「削除」機能 を使って、重複 し
ているエン トリーの うちの一つを削除することになる。 図9のデータを削除したとする
と、図9上 部の 「通 し番号」の642が空番地になる。次に新 しいデータを追加 した場合
は、空き番地の642を埋めるのではなく、現存の最大の番号に1を追加 した番号が追加
データに付加 される。例えば、現存の最大の番号が785だったとす ると、新 しいデータ
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現在 は、データ作成者によって集 められたデータを編集管理システムに投入 したとこ
ろである。今後は、(1)編集管理システム内で表記を統一するなどのデータの整理を行
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ため、(1)と(2)の作業について紹介をしてお く。
(1)表記の統一
エ クセルで作成 されたデータの中には表記の不一致が非常に多 く見られた。例 えば
次のような例が表記の不一致であると見なされる。
スペースの有無、スペースが全角 ・半角であるかの問題
中島 良子(中 島と良子の間に全角スペースがある。下線で強調 した部分参照)






上記のいずれの例に しても、データを作成する人が想 定 している著者 は同一対象
者 を想定 して書かれたことは想像できる。 しかしながら、コンピュータプログラム内
では同一の情報 とは見なされないため、表記の統一が必要 となる
もちろん、表記の不一致は著者名 に関わるだけではなく、項 目を区分けす るため
の記号の用法(読 点[、]、カンマ[,]、コロン[:]等の使用)に もあてはまる。
(2)氏名 と氏名が指 し示す対象である 「特定の個人」 との対応の整理
山田花子 とい う名 を使用 している著者 が2名(ト ロン ト大学の山田花子、神戸大
学の山田花子)い ると想 定す る。 この場合は二人の山田花子に別のIDをふる。 さら
にこの二人 ともにいろいろな氏名の表象(い わゆる別名 、alias)が存在す ると想定
しよう。
いろいろな氏名の表象(い わゆる別名、alias)
① 佐藤 花子(学 術論文を書く際の氏名で旧姓を伴 うもの)
② 水原花子(ペ ンネーム)
③ 山田花子(学 術論文を書く際の氏名で本名 と同一.ト ロント大学所属)
④Yamada,Hanako(英語表記1)
⑤YamadaMackenzie,Hanako(英語表記2)
⑥ 山田花子(学 術論文を書く際の氏名で本名 と同一.神 戸大学所属)
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ID1(トロン ト大学の 山 田花 子) ID2(神戸大学の山田花子〕
図10ト ロン ト大学の山田花子と神戸大学の山田花子をノー ドとして文献を結んだ図3)
この二人の著作と思われ る文献が複数 あるとする。データベースに入れ られるような
情報 にする為には、様 々な氏名の中から典型的な表象(最 も代表的な名前で、現在学
術論文 を書 く際に使 っている氏名)を 一つ選択 し、その典型表象を 「特定の個人」 と
その人が書いた数 々の論文 とをつな ぐ節(ノ ー ド)として使用することでシソーラスを
作成する。複数の氏名 と 「特定の個人」 との間の関係性 を見分 けて関係づけるのは、
そのよ うな判断をすることが可能な人である。まずは著者本人が、次には有識者(当 該
分野の専門家)が 関係づけを行 えるであろう。データベースを検索する.rには、 このシ
ソーラスを参照 してデータの呼び出しを行 う。このようにして複雑な著者名、典型表象、
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クセル ファイルの形でではなく、 ウェブ上からデー タを入力できるようにする予定であ
る。その際には、既存のデータを参照 して入力ができるようにインクリメンタルサーチ













検索結果の表示方法については、一般ユーザ用 とプロジェク ト開発者側の両方 の用
途を考えなければならない。 この表示の仕方については一般のサー ビスに供 与す る段階
での話であり、現在はまだ検討中である。検討中の一案を紹介するとすれば、一般ユー
ザ用 としては本データベースで検 索 した結果 をERICのような表示様式で提供す る方
法が挙げられる。検索 したデータに該当するデータをリス トし、そのリス トから当該デー
タのスナ ップショッ ト(データの全項 目を一つのカー ド上に提示 したような形態)を 表
示できるようにす るものである。最適な見せ方が どのようなものであるのかについて、
データベースの開発 と共に検討を続 けて行 く。




データの中身の概 要を知 ることができる。 しかし、データが10,000件を越えたならば手
計算や 目視で中身 をとらえることは不可能である。プロジェク ト開発者がデータの現状
を知 り、データの分析 をするためにも、検索システムが必要 となる。
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